
～効率的な改善の進め方がわかる～

工場利益確保のためのコスト改善活動

実施日程 ： 令和６年7月１8日（木） 9：30～16：30

コース番号：204

【主催（問い合わせ先）】
独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 （JEED）
福岡支部 生産性センター業務課 （ポリテクセンター福岡）
TEL：092-738-8875 FAX：092-718-7611
URL：https://www3.jeed.go.jp/fukuoka/poly/biz/seisan_open.html

生産性向上セミナー（生産性向上支援訓練）

会場のご案内

大牟田商工会議所
（大牟田市不知火町1-4-2）

実施機関 ： 一般社団法人中部産業連盟

申込締切 ： 令和６年7月4日（木）

定員 ： ２０名

◎ カリキュラム内容（カリキュラム名：原価管理とコストダウン）

１ 原価管理とは
（1）モノづくり製造業での原価の重要性
（2）原価の捉え方と原価構成要素
（3）演習

コースのねらい
低コスト化と生産性向上を目指して、原価管理をコスト（費用削減）と生産性（業務効率向上）の２軸で
捉え、企業収益向上のポイントを習得する。

受講料
3,300円

（税込）

カリキュラムのポイント
闇雲に進めるコスト改善は、一時的な成果は得られても定着は難しいです。あるいは、それらの方法
が外部から調達する資材調達品に波及すると下請法などに抵触することにもなり兼ねません。企業
利益の確保に重要なコスト改善活動を効率的に進めるポイントは、「①コスト構造を知るコト」、「②コ
スト改善可否の判断」、「③効率的なコスト改善活動の推進」などです。これらの技術・方法のうち、製
造現場で活用される「ＩＥ：生産工学」に重点を置いた解説と演習を重ねたカリキュラム構成とさせて
頂きました。

３ IE手法による標準時間設定方法
（1）IE（生産工学）とは
（2）標準時間の考え方と求め方
（3）標準時間の活用方法
（4）演習

２ コスト削減
（1）原価構成別のコスト改善手法
（2）組織部門別のコスト改善手法
（３）コスト改善活動の推進方法
（4）演習



～成功企業実例から学ぶ～

RPAを活用した業務効率化・コスト削減

実施日程 ： 令和６年8月１6日（金） 9：30～16：30

コース番号：808

【主催（問い合わせ先）】
独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 （JEED）
福岡支部 生産性センター業務課 （ポリテクセンター福岡）
TEL：092-738-8875 FAX：092-718-7611
URL：https://www3.jeed.go.jp/fukuoka/poly/biz/seisan_open.html

生産性向上セミナー（生産性向上支援訓練）

会場のご案内

久留米商工会館
（久留米市城南町15-5）

実施機関 ： 株式会社パワートレイン

申込締切 ： 令和６年8月2日（金）

定員 ： ２０名

◎ カリキュラム内容（カリキュラム名：RPAを活用した業務効率化・コスト削減）

１ 業務を自動化するRPA
（1）生産性の向上とRPA
（2）RPAを導入する前に業務改善の

基本
（3）DXとは何か
（4）RPAの導入事例

コースのねらい
業務の効率化とコスト削減をめざして、RPAの技術概要や活用事例、活用検討にあたってのポイント
を理解し、RPAを活用した自社業務の課題解決策立案に繋げることができる能力を習得する。

受講料
3,300円

（税込）

カリキュラムのポイント
RPAは概念のみ学習しても自社での活用方法まで応用することが難しい分野のため、RPAの実際
をデモンストレーションおよびグループワークにて実体験して頂くことで、自社での活用イメージを
持ち帰れるよう工夫しました。RPAは業務改善のツールであるため、業務改善の具体的な進め方と
RPAの導入方法についてグループワークにて実習することで、導入の勘所を実感していただくよう
工夫しました。
中小企業においても働き方改革やコロナ禍によりその生産性向上が求められている背景を解説し、
ITツールをどう活用したらいいのか？という勘所についても解説します。

２ RPAを活用した業務効率化と
コスト削減の立案
（1）RPAに触れてみよう
（2）業務改善の重要性と課題解決策の
検討順序

（３）RPAを活用した業務効率化と
コスト削減策の立案


